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今年度の進捗
1. 専門用語辞書システム

– 仕様設計とMySQLでの実装は完了(Cradle-LSD)．項目の追加
削除の柔軟性を考え，MongoDBへ移植中

2. 専門用語解析技術

– 用語解析システムは昨年度実装．学習データの蓄積作業は
予定通り．

3. バイオ医療専門用語抽出技術

A) 専門用語を検索するプロトタイプの構築

i. バイオ医療専門用語の検索

ii. 類似文脈の検索

B) コーパスでの出現文脈を利用して専門用語類似度を計算す
る新しい方法の開発
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A) 専門用語を検索するプロトタイプの構築

トップページ （http://cl.naist.jp/kazuo-h/）:
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（i）バイオ医療専門用語の検索

検索画面：

検索結果（PNE検索）：
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（i）バイオ医療専門用語の検索

検索結果（LSD検索）：

• Cradle-LSD（ライフサイエンス辞書検索システム）へ
の接続も可能．

• ノードをクリックすると，その子ノードをリストする

（次のスライド参照）．
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専門用語辞書システム
(Cradle-LSD)へのリンク
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（ii）類似文脈の検索

目的：クエリとして与えられる文脈，および，PNEに登場
する専門用語の周辺文脈を， MeCab と CaboCha
を用いて抽出し，それら文脈間のコサイン類似度を
計算する．

検索画面：
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（ii）類似文脈の検索

検索結果：
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クエリおよび，クエリと類似する専門用語の
LSDにおける位置
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プロトタイプの構築に関する補足

• 今後，シソーラスに未登録の専門用語（新し
い治療方法等）の新規登録を支援することを
目指す．

• 現在は，より精度の高い類似度計算方法を
開発している（次のスライド以降で説明）．
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2. 専門用語類似度計算方法の開発

• 標準的な方法は，出現文脈を周辺単語をbag-
of-words とみなして類似度を測る．

• たとえば，コサイン類似度．

• 開発している手法は，鹿島らのグラフカーネル
[Kashima et al., ICML 2003] を応用し，専門用

語が出現する文の係り受け木の上でランダム
ウォークを行うことにより，周辺単語の構造を
捉えてそれらの類似度を測る．
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標準的な方法

• 出現文脈を周辺単語をbag-of-words とみなし
て類似度を測る．

• 次の例：

を用い，

androgens と mineralocorticoids のコサイン類似度計算を，
次のスライドで示す．

例文1: Androgen receptor blockade might be potentiated by a 
reduction of serum androgens . 

例文2: These results can not be explained by receptor down-
regulation due to higher levels of mineralocorticoids in PIH .

13



θ
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コサイン類似度： 2つの単語の類似度を，
2つの単語に対応する特徴ベクトルが
成す角度θのコサインと定義する．
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標準的な方法の短所

• 例文中で “a reduction of androgens”, “higher 
levels of mineralocorticoids” という句を構成し

て出現しているが，こうした句の構造を，周辺
単語をbag-of-words として扱う手法では捉え
ることができない．

• androgens と mineralocorticoids は，ホルモンの一種であ

り，分泌量の増減，あるいは，体液中の濃度を記述する
文脈で用いられることが多い．
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係り受け木の上で並行ランダムウォークを行う利
点：周辺文脈の構造を捉えることができること．
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• 結果（次のスライドの表）の見方
• クエリと親子または兄弟の関係にある最上位専門用

語のランクの平均値を示す．

• N はランダムウォークの長さ，γはランダムウォーク
の停止確率である．

• N= 1は，係り受け木の構造情報を用いないコサイン
類似度による手法の結果に相当する．

• 提案手法はN ≤ 8，γ = 0.001 のときにベストの
平均ランク 37.21 位を得て，コサイン類似度によ
る 42.48 位を約 5 ポイント上回る結果となった．

シソーラスマッピングタスクによる提案
手法の評価
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シソーラスマッピングタスクでの提案
手法の評価実験の結果

γ 0.001 0.005 0.01 0.05 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

Ｎ＝1 42.48 42.48 42.48 42.48 42.48 42.48 42.48 42.48 42.48 

Ｎ≦2 40.43 40.43 40.43 40.31 39.70 38.99 39.54 40.68 41.29 

Ｎ≦3 38.49 38.5 38.50 38.21 38.85 40.72 41.36 41.82 42.06 

Ｎ≦4 39.17 39.12 38.88 38.34 39.92 41.17 41.68 41.91 42.07 

Ｎ≦5 38.08 37.79 37.81 39.95 40.92 41.47 41.75 41.91 42.06 

Ｎ≦6 37.94 37.56 38.18 40.40 41.14 41.51 41.76 41.91 42.06 

Ｎ≦7 37.67 38.3 39.31 40.92 41.24 41.53 41.76 41.91 42.06 

Ｎ≦8 37.21 38.73 39.94 41.03 41.26 41.53 41.76 41.91 42.06 

Ｎ≦9 38.26 39.7 40.17 41.16 41.30 41.53 41.76 41.91 42.06 

Ｎ≦10 38.9 40.1 40.45 41.19 41.30 41.53 41.76 41.91 42.06 
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